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抄

 2頭ノ背部弱毛家兎二入工高山太陽燈ヲ用ヒ，第1

回胸心量ヲ50糎ノ距離ヨリ6分間，第2回ハ50糎ノ距

離ヨリ10分間，第3回ハ申等量ヲ40糎ノ距離ヨリ10分

間ト漸次増量シテ，隔日二紫外線ヲ作用セシメ，尚第

4回照射トシテ40糎ノ距離ヨリ10分聞，2日間ノ間隔

ヲ以テ紫外線ヲ照射シ，血液像及ビ白血球機能ヲ検シ

タルニ照射家兎ハ紫外線照射二漸次馴致セラレ，赤血

球数ハ初メー時増加スルモ直チニ減ジ，白血1球総数ハ

録

一般二二多ヲ示シ，假憶エオジン嗜好白riH球百分率ハ

初メ著明二増加シ，中途ニテ減ジ，後再ピ増加セリ．

淋巴球百分率ハ至ク之レニ相反シ，大軍核球，嗜盤基

白血球，「エオジン嗜好白血球二著攣ナカリキ．

 感性エオジン嗜好白血球ノ機能及ビ核移動バー般二

進行性左方移動トナル，面面4回照射ノ1時間目二輕

微ナル退行性右方移動ヲ思出シメタリ．

目

    緒 言
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 第1節 紫外線照射ノ血液像煎二自血球機能二士

     ボス影響

  第1項 血液細胞ノ量的攣化

次

  第2項 假性エオジン嗜好白血球核分葉勢

  第3項 白血球機能ノ攣化

 第2節 照射家兎盟重ノ攣動並二背部ノ状況

第3章 総括及ビ考按

   結 論

   圭要文獄

緒 言

 余ハ嚢＝人工高山太陽燈ヲ用ヒ，紫外線ヲ家

兎勢毛背部二輕：量，印チ50糎ノ距離ヨリ5分

聞，中等量，EPチ40糎ノ距離ヨリ15分闇ヲ各連

日及ビ隔日二照射シ，輕：量ノ連日，隔日並二中

等：量ノ隔日照射ニチハ其ノ連績照射二依ツテ，

家兎ノ血液像並二白血球機能二目テハ共ノ各ノ

1回照射ノ場合ト大差ナク，只馴致性ヲ有シ，

漸i次刺戟二i封スル反憲ノ減少スル事ヲ報告セ
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リ．然ルニ申等量ノ蓮日照射ニチハ過量ノ照射

刺戟トナリ，第2回媚射以後ハ其ノ白血球機能

並二核移動妖態ヲ攣ヘテ退行性右方移動ヲ示ス

ト云フ實二興味深キ事實ヲ獲表シタリ。然うバ

輕量ヨリ漸次中等量二及ボシタ刀場合ハ如何二

家兎ノ血液像及ビ白血球機能二影響ヲ及ボスカ

ヲ検スル事モ徒爾ナラズ1・信ジ，實験ヲ行ヒー

定ノ成績ヲ得タレバ，蝕二報告セントス．

第1章 實験材料及ビ實験方法

 1）實験動物，紫外線護生装i置，探血方法，標本ノ

製作六二就テハ前回迄ノ報告ニテ詳述セシヲ以テ之ヲ

略シ，検索方法ノ圭要ナルモノノミニ就キ，鼓二概略

ヲ記スベシ．

 2） 照射方法 入工高山太陽燈ノ護光管ヨリ家兎ノ

背部迄ノ距離ヲ50糎トナシ，2頭ノ家兎ノ背部ヲ縦10

糎，横5糎ノ大サニ直鋏ヲ以テ皮膚ヲナルベク損傷セ

ザル程度二勇毛シ，其ノ四二第1回照射ハ6分間，第

2回照射ハ10分間，第3回照射西堺離ヲ短縮シテ40糎

トナシ10分闇ヲ隔日二照射シ，後2日間ノ間隔ヲ以テ

第3回照射ト同量自ロチ40糎ノ距i離ヨリ10分間照射ヲ行

ピタリ，

 3） 白血球遊走速度測定法 家兎ノ耳翼ヨリ湧出セ

シメタル血液ヲ以テ，型ノ如ク超生膿染色標本ヲ作

り，37。Cノ恒温ヲ保テル杉山氏加温箱二心シ，約15

分後ヨリ測定ヲ開始セリ．余ハ雨性エオジン嗜好白血

球20個ヲ適當ト思ハル・部ノ覗野二表ハレタルモノニ

就テ全部3分間測定セリ．

 4）各種白血球百分率及ビ假性エオジン嗜好白血球

核移動ノ検索ノタメ，メイ・ギムザ重複染色塗抹標本

ヲ製作セリ．

 5）赤血球及ビ白血球ノ数ノ算定ニハ：Neubauer血

球計算器ヲ使用セリ．

第2章 實 験 成 績

第1節紫外線照射ノ血液像並二

  白血球機能二及ボス：影響

 既二記セル如ク，紫外線ノ照射ハ人工高山太

陽燈ノ獲光管ヨリ背部ヲ縦10糎，横5糎ノ大サ

ニ．勇毛シタル家兎ヲ50糎ノ距離二四キ，其ノ野

毛部＝紫外線ヲ直射セシメ，勢二部以外ノ部位

ハ照射セザル二黒紙ヲ縦10糎，横5糎ノ大サニ

窓ヲ作りタルモノヲ以テ覆ヒ，黙燈後10分ニテ

照射ヲ開始シ，第1回照射ハ6分闇，第2回照

射ハ10分間，第3回照射ハ距離iヲ40糎トナシ，

10分間ヲ隔日二1照射シ，爾第4回照射ヲ2Hノ

間隔ヲ置キテ40糎ノ距離ヨリ10分閥照射シ，照

射後1時闇目ヲリ第1回採血ヲ行ヒ，後12日聞

二亘リ，赤血球藪，白血球総数，各種白血球百

分率，豊岡エオジン嗜好白血球ノ核移動焔心其

ノ機能（遊走速度）ヲ槍索シテ，次ノ如キ成績ヲ

得タリ．

    第1項血液細胞ノ量的攣化

 1）赤血球数，第1表，第；1號家兎ニチハ第

1回照射二依ツテ調照509萬個ナル赤血球数が

照射後5時間目二巴カニ増加シテ514萬個トナ

リ，以後減少ス，而シテ第2回照射＝テモ其ノ

1時凹目ニハ497萬個ト坐撫｛値近クナリ，後減

少セリ．第3回照射ニチモ其ノ1時四目ニハ494

萬個トi射二値近クナリ，其ノ後減少セリ．第4

回照射後モ其ノ1時間目ハ485萬個トナリ，5

時間二二減少セリ．然ル＝照射後18日目二511

萬個ト10日目二519萬個ト増加ヲ示シ，後12日

目三曲封照値二藍ヅケリ．

 第2表，第2號家兎ニチハ盛手照ガ520萬個ナ

ルガ，第1回照射二依ツテ増加シ，其ノ1時聞

目二563萬個トナリ，5時間後工530萬個トナル

モ，以後バー般二塁手照値ヨリ減少シ居ルナリ．

然レドモ第3回照射迄ハ第1號家兎ト同様，照

射後ノ1時無目ハ封照値以下ナルモ，第2回照

射ニチハ487萬個トナリ，第3回照射ニチハ497

萬個トナリ，照射＝依ツテ増スガ如キ傾向ヲ有

スルナリ．然シ第4回照射ニテバカ・ル：事ナク
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減少シ居ルナリ．

 之ヲ要スルニ赤血球激ハ第1回照射二依ツ

テ，其ノ1時間目蔭ハ5時間目迄ハ増加ズル

モ，他バー般＝減少ヲ示セリ．然シ其ノ減少ノ

中細テ第3回照射迄ハ其ノ1時聞＝テ梢増加ス

ルノ傾向ヲ有スルナリ．

 2）白血球総数

 第；1表，第1號家兎ニチハ塁手照6．710個ナル

ガ，第1回照射二依ツテ増加シ，7．860個トナ

リ，以後モー般二増加シ居ルナリ，特民意3回

照射後ノ1時間目二才：高値タル8．940個二及ピ

タリ．而シテ第4回照射以後バー般二減少ヲ示
セリ．’

 第2表，第2號家兎ニチハ封照7．370個ナル

ガ，第1回照射二依ツテ増加シ，5時間後二

10．200個トナリ，第2回照射ニチハ尚一・麿増加

シテ其ノ5時間目上11．340個トナリ，以後モ増

加ヲ績ケ，第4回照射降旗ツテ其ノ1時間目二

11．730個ト最：高値トナリ，以後ハ漸次減少スル

モ，常二無稽値ノ上ニアルナリ．

 之ヲ要スルニ白i血球総数ハ照射＝依ツテ増加

スルモ，雌蕊中止憶測長ク其ノ増加ヲ保チ居ル

モノニハ非ラザルナリ．

 3）各種白血球百分率

 イ）詩性エオジン嗜好白血球

 第1表，第1號家兎ニチハ照射前，假性エオ

ジン嗜好白血球百分率ハ16．5％ナルガ，第1回

照射二依ツテ著明二増加シ，37．5％＝其ノ1時

間目＝至り，5時間目，1日目ト梢減ジ，20．0

％，25．0％1・ナリ，第2回照射ニテ再ビ其ノ1

時間目二増加シテ27．5％トナル．而シテ第3回

照射ニチハ其ノ1時聞目上26．5％トナレリ．EP

チ第1回照射ヨリ其ノ1時間目ノ増加が漸次滅

少セリ．然ルニ第：4回照射ニチハ其ノ1時間目

二33．5％ト比較的著明ノ増加ヲ來シタリ．而シ

テ其ノ後モー般二増加シ居ルモ，10日目＝一時

14．5％ト塁ナ照値ヨリ減少セリ．

 第2表，第2號家兎ニチハ封照44．5％ナル

ガ，第1回照射二依ツテ著明二増加シ，60．0％

迄二其ノ1時間目二増加ス，5時間目，1日目

モ共二59．5％1・増加ノ儘ナルモ，第2回照射二

依ツテハ其ノ1時間目二40．0％ニテ封照値ヨリ

減少シ居り，5時白目二46．5％ト増加ヲ示スナ

リ．而シテ第3回照射ニチモ其ノ1時闇目歩掛

30・0％ト減少シ居ルナリ・EPチ第3號家兎ニチ

ハ第1號家兎ト同様，第1回照射ヨリ第3回照

射立言漸次其ノ増加度ヲ減ジダル事ハ同様ナル

モ，其ノ封照値が相等ナル百分率ナル爲二本家

兎ニチハ其ノ照射後ノ1時闇目ノ百分率が封照

値ヨリ減少スルニ至リタリ．然ルニ第4回照射

ニチハ再ビ増加シテ，其ノ1時間目二55．5％迄

二及ビタルナリ．而シテ共ノ後モー般口封照臨

ヨリ増加シ居ルナリ．

 ロ）淋巴球

 第1表，第1號家兎ニチハ1封照ノ78．O％ナル

淋巴球百分率が第1回照射1時丁目二著明＝減

少シテ595％トナリ，：第2回照＝射ニチハ其ノ1

時着目二69・0％，1第3回照射ニチハ其ノ1時回

目二72．0％ト假性エオジン嗜好白血球百分率ト

ハ反封蝋漸次」最適セリ．然ルニ第4回照射ニチ

ハ64．5％ト減少ヲ見証リ．其ノ後バー里並照値

ヨリ梢減少シ居ルモ，10日目以後ハ増加セリ．

 第2表，第2號家兎ニチハ封照ノ55．0％ナル

ガ，第1回照射二丁ツテ，其ノ1時出目二35．5

％迄減少シタルモ，第2回照射ノ1時間目ハ

58・5％，：第3回照射ノ1H寺聞目ノ、68．0％tト漸次

増加ヲ示シタリ。然ルニ第4回照射後ノ1時闇

目ハ43・O％＝テ反ツテ減少ヲ示セリ．以後一般

二減少ヲ示スナリ．

 ハ）大壷核球

 第1表，第1號家兎，第2表，第2號家兎共

二初日ハ浩失1・出現トニテー定ノ攣化ナキモ，

終り＝至り常二出現シ居ル様ニナルモ先ヅ著攣

ヲ見ザルトナスベキナリ．

 二）嗜暗暗白血球

 第1表，第1號家兎ニチハ照射前5．0％ナル

ガ，照射踊初ツテー般二減少シ，只一斗出2回

照射ノ5時闇目二5．0％ト欲心値ト合スル事ア

ルノミナリ．

 第2表，第2號家兎ニチハ封照ガ0．5％ナレ
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バ其ノ照射二依ツテ，最高4．0％ Fナル事アル

ヲ以テ梢増加ノ傾向ヲ有ストナスヲ得ン．

 ホ）「エオジン嗜好白血球

 第1表，第1號家兎，第2表，第2號家兎共

二浩失ト出現トアリ，出現一斗カナルヲ以テ著

述ヲ見ザルナリ．

第1表  蓮績照射家兎血液細胞ノ：量的王化 第1號家兎

樵 査 照射後 盟 重 赤血球轍 白血球

月 日 経過時日 （瓦） （万虚位） 総 数

6／VI 照射前 2310 509 6，710

7／V正
照射後1時間

2295 514 7，860

7／VI 5時其後 458 7，830

8／VI 1日目 2290 488 7，410

9／vI
照射後1時闇

2260 497 6，760

9／VI 5時間後 491 7，970

10／VI 3日目 2250 465 7，600

11／V正
照射後1時間

2200 494 8，940

11／VI 5時閻後 490 6810

12／VI 5日目 2230 420 6，710

13／V正 6日目 2295 460 6，930

14／VI
照射後1時聞

2280 485 7，510

14／VI 5時間後 406 6，540

15／V正 8日目 2305 511 6，600

17／VI 10日目 2315 519 6，200

19／V【 12日目 2315 491 5，920

各種白血球百分率
観 察
細胞数

200

 tl

 tl

 1！

 tl

 t／

 t／

 1！

 tl

 ll

 tl

 1！

 r！

 11

 11

 tl

P I L

16．5

37．5

20．0

25．0

27．5

17．0

27．0

26．5

21．5

30．0

33，0

33．5

24．5

29．0

14．5

17．0

78．0

59．5

77．0

71，5

69．0

78．0

71．5

72．0

76．5

66．5

63．5

64．5

73．5

69．D

85．0

8LO

M
o

o

O．5

0

0

0

0．5

0

wO
0

1．O

O．5

0．5

0．5

0

0．5

B

5．0

3．0

2．5

3．5

3．5

5．0

1．0

1．5

2．0

3．5

2．5

1．5

1．5

1．5

0．5

1．0

E

O．5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0．5

第1回照射
（50糎6分）

第2回照射
（50糎10分）

第3回照射
（40糎10分）

第4回照射
（40糎Le分）

第2表  蓮績照射家兎血液細胞ノ量的下酒 第2號家兎

検 査

月 日

7／VI

8／VI

8／V正

9／VI

lo／vr

10／VI

11／V正

12／V正

12／VI

13／V夏

14／V［

15／V五

15／VI

16／VI

18／V正

20／VI

照射後

経過時日

照射前
照射後
1時聞
5時間後

1日目
照射後
1時間
5時間後

3日目
照射後
】時間

5時間後

5日目

6日目
照射後
1時闇
5時闘後

8日目

10日目

12日目

膿 重

（瓦）

2015

2020

2015

2015

1950

1940

1855

1905

1925

1930

1980

ユ980

赤血球数

（万感位）

Jr 20

563

530

484

487

484

485

497

484

494

490

480

484

431

475

503

白血球

総 数

7．370

7．810

工0．200

8．660

11．290

11．340

9．090

9．020

9．420

10．920

10．840

11．730

10．090

10，040

8．490

9．740

各種白血球百分率
翻 察
細胞数

200

t／

／！

tl

rl

tl

t／

11

t！

1！

1！

11

1！

1！

1！

tl

P

44．5

60．0

59．5

59．5

40．0

46．5

31．0

30．0

35．5

38．5

33．0

’ 55．5

52．0

49．0

48，0

45．5

L

55．0

35．5

38．0

40．0

58．or

Jr？．．0

67．5

68．0

64．0

60．0

65．0

43．0

47．0

50．0

49．0

53．5

M
o

O．5

0．5

0

0

0

0．5

0．or

o

o

o

O．5

0．5

0．5

1．O

O．5

B

O．5

4．0

1．5

0．5

1．5

1．5

1．0

1．5

0．5

ユ．5

1．or

1．O

O．5

0．5

1．5

0．5

E

o

o

O．5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0，5

0

摘  開

門1回照射
（50糎6分）

第2回照射
（50糎1り分）

第3回照射
（40糎10分）

第4回只員身寸

（4G糎10分）
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 之ヲ要スルニ仮性エオジン嗜好白血球百分率

ハ第1回照射二戸ツテ著明二増加シ，第2回照

射ヨリ梢減少シ來リ，第3回照射ニテ減ジ居

り，第4回照射二至り再ビ著明ナル増加ヲ來ス

ナリ．淋巴球百分率仕口ク之二相反シ，大輩核
            
球，嗜盤質白血球，「エオジン嗜好白血球ニ固

著攣ヲ彫工ザルナリ．

    第2項 品性エオジン嗜好

       白血球核分葉撒

 第1表ノ2 ，．第1號家兎ニチハ照射前1・80ナ

ル核分葉激ナルガ，第1回照射後1時問目二

158迄減少シ，5時霞目ニハエ．68；迄1・ナル．然

ルニ第；2回照射ニチハ其ノ1時三目二1．81ト封

ll｛｛値1・略一致シ居り，5時間目二1．75迄減少セ

リ．然ルニ3日目二増加シテ1．88トナリ，第3

回照射ヲ行フニ・一山：噛加シテ其ノ1時闇目ニハ

1．95迄トナリタルモ，其ノ5時聞目二至リテ

1．73ト減少シ，次デ5日目，6日目ト増加シテ

6日目＝1．81迄トナル，es 4回照射ヲ行フニ著

明二其ノ1時間自習増加シテ1．90トナリ，其：ノ

5時間目＝一ハ共ノ反封二著明二減少シテ1．64迄

トナリタリ．以後一張一弛ニテ12日目二1．74ト

ナリタリ．

 第2表ノ2，第2號家兎ニチハ照射前1．72ナ

ル平均核分葉籔ナルガ，第1回照射二一ツテ其

ノ1時聞目二一明二減少シテ158迄トナリ，5

時間目1．70トナルモ， 1日目ハ1．48ト減少セ

リ．而シテ本家三二於テハ第2回照射ノ1時聞

目二核ノ；噌加ヲ來サズシテ1．51ニテ封照値ヨリ

著明二減少シ居り，5時間目モL52ナリ。然ル

＝第3回照射二至ル1・其ノ1時間目二共ノ平均

核分葉敷ヲ増シテ説諭手近クノ1．71迄トナリ，

5時闇目二著明二減少シテ1．48トナリタリ．而

シテ第4回照射ニチハ共ノ1時闇目二雫均核分

葉数ヲ増加シテ1．81トナリ，5時間後置ハ1．70

ト上敷ヲ梢減少セリ．以後バー張一一弛ニテ12日

目二1．68ト封一叢二業ヅケリ．

 之ヲ要スルニ第1表ノ2，第1號家兎ニチハ

各照射二於テ其ノ1回照射ノ場合ト同檬，第；1

回照射ニチハ直チニ核分葉数ノ減少ヲ來シ，第

2回照射ニチハ其ノ1時玉目二：甚ダ僅カニ分葉

数ノ増加アリテ， 5時聞目二核数ノ減少ヲ來

シ，第：3回照射ニチハ其ノ1時間目二著明ナル

核藪ノ増加アリテ，5時重目二核数ノ減少ヲ示

第1表ノ2 連績照射家兎白血球機能並二黒移動 第1號家兎

槍 査

月 日

6／V［

7／V工

7／VI

8／V正

9／lv’［

9／VI

10／VI

11／VI

11／VI

12／VI

13／ VI

14／VI

14／’ VI

15／VI

17／V正

19／V［

照射後

経過時日

照射前
照射後
1時間
5時間後

1日目
照射後
1時間
5時間後

3日目
照射後
1時間
5時間後

5日目

6日目
照射後
1時間
5時間後

8日目

10日目

12日目

假性エオジン嗜好白血球核分葉数

観 察
細胞撒

100

11

t／

1！

1！

11

1／

ll

r！

11

t！

1／

t！

t／

1／

t1

1

37

51

44

41

L41

42

38

38

43

46

43

34

50

37

45

47

TI

48

41

45

45

39

43

39

33

43

31

35

46

38

42

40

35

正1【

13

7

10

14

18

13

20

25

12

23

20

17

10

17

13

15

IV

2

1

1

0

2

2

3

4

2

0

2

2

2

4

2

3

V

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

l

o

o，

o

o

李均核
分葉数

1 80

1．58

1．63

1．73

1．81

1，75

1．8B，

1．95

1．73

1．77

1．81

1．90

1．64

．1．80

1．72

1．74

假「エ」白

血球卒均
遊走速度
＃／分

22．55

26．1与

23．20

22，90

22，20

24．65

22．25

22．50

24．60

22．25

22．45
’‘レ祠一回”

21．70

ぴ 25．40
2390
22．50

23・651

摘 要

稚赤キ感アリ

幾分赤色ヲ呈ス

赤ヲキ感有ス
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第2表ノ2 連綾照射家兎白血球機能並．二核移動 第2號家兎

槍 門

門 日

7／VI

8／VI

8／VI

9／V正

10／V正

10／V［

11／VI

12／VI

12／VI

13／ VI

14／VI

15／V！

15／VI

16／vr

18／V［

20／V正

照射後

経過時日

照射前
照射後
1時間
5時間後

ユ日目
照射後
1時間
5時闇後

3日目
照射後
1時間
5時間後

5日目

6日目
照射後’

1時間
5時間後

8日目

10日目

12日目

假性エオジン嗜好白血球核分葉数

観 察
細胞数

100

1！

r1

11

1！

t！

11

1！

1！

l1

1／

1！

1／

11

1！

r／

1

40

52

44

57

54

54

60

44

62

56

43

47

48

40

39

51

II

49

38

43

38

41

40

32 ．

44

30

37

45

31

35

43

42

30

1（1

10

10

12

石

5

6

－7

13

6

4

11

16

16

17

ユ8

19

Iv

1

0

1

0

0

e

l

o

2

3

1

6

1

0

1

0

v 4s電停
 分葉激
 o

 o

・o

 o

 o

 o

 o

 o

 o

 o

 o ’

 o

 o

 o

 o

 o

1．72

1．58

1．70

1．48

1．51

1．52

1．49

1．71

1．48

1．54

”1 70・一一

1．81

1．70

1．77

1．8玉

1．6B

假「エ」白

血球李均
遊走速度
，μ／分

23．20

婬動
23・．05

愈
25．25

描
画
（錨翫

1＝遜嚢

ll：墓

：：16，g

23．55

摘 要

梢赤キ感アリ

赤キ感アリ

赤キ感アリ

梢赤キ感アリ

スナリ．而シテ第4回照射ノ2日間ノ聞隔ヲ置

キタル場合モ，第3回照射ト同様ノ攣化ヲ見事

リ，帥チ第1回照射後ノ左方移動，第2回照射

ノ1時聞目ノ甚ダ輕微ナル右方移動，5時間目

以後ノ左：方移動，第3回照射十二第4回照射ノ

1時闇目ノ右方移動，後ノ左方移動ヲ來セリ．

 第；2表ノ2，第2號家兎ニチハ第1回照射二

依ツテハ直チ一口分葉数ヲ減少シ，第2回照射

ニチモ同様＝共ノ1時間目ノ増加ヲ示サズ，封

照値二比シ著明二減少シ居ルナリ．而シテ第3

回照射ニチモ其ノ1時聞目二十藪ノ増加ヲ見ル

モ’ｮ塁ナ照値ヲ二上ザリキ．然ルニ2日闇ノ闇隔

ヲ置キタル後ノ第4回照射ニチハ1時前目二核

数ヲ増加シ，後5時闇目ニハ減少セリ，印チ第

1回，第2回照射ニチハ著明ナル左方移動ヲ示

シ，第3回照射三至リ其ノ1時聞目ニハ謝三値

二近クナリタルモ，前回同様左方移動ナルナ

リ．然ル一汁4回照射＝テ愚才ノ1時十目が右

方移動，5時丁目が左方移動タルナリ．

    第3項白血球機能ノ攣化

 假性エオジン嗜好白血球遊走速度

 第1表ノ2，第1號家兎ニチハ照射前22．55

μ／分ナルガ，第1回照射二郷ツテ昂進シ，其ノ

1時聞目二最：モ著明ニシテ26．15！！t／分迄昂進ヲ

來シ，5時間目ニモ23・20＃／分ニテ昂進シ居ル

ナリ．然ルニ第2回照射ニチハ其ノ1時間目ハ

22・201i／分ニテ甚ダ僅カニ封照値ヨリ減退シ，

共ノ5時聞目ハ24・65μ／分ニテ速度ヲ昂進セリ．

次ヂ第3回照射ニチモ第2回照射ト同様，共

ノ1時三目二：甚ダ僅カニ塁1照値ヨリ減少シテ

22・50Pt／分1・ナリ，5時三目ニハ再ビ昂進ヲ示

シ24・60μ／分迄二至リ，其ノ後ノ5日目，6日

目ハ封三値近クニアリ，次デ第4回照射ノ2日

問ノ間隔後ハ其ノ1時間三二比較的著明二減退

シ，21・70μ／分トナリ，5時間目ニハ25・40／i／分

ト昂進ヲ示セリ．以後ノ8日目ハ23・90μ／分ニ

テ昂進シ居り，10日，12日ト封照値附近ニアル

ナリ．

 第2表ノ2，第2號家兎ニチハ其ノ遊走速度

ノ1伏態が其ノ各ノ量ノ照射ノ1回ノミノ場合ト

異ナリ，第1回1照射ニチハ照射前23・20μ／分ナ

ルガ，照射後1時三目＝著明二昂進シテ27．35

Xi／分湖上及ビ，5時間目ニハ23・05／i／分トナリ

タリ．第2回照射ニチハ1回照射ノ場合ハ其ノ
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1時間目二速度ノ減退ヲ示シタルモ，本家兎ニ

チハ反ツテ速度ノ昂進ヲ示シ，25・25μ／上津＝

及ビ，5時闇目ラ24・10μ／分ニテ昂進シ居ルナ

リ．然シ第3回照射二戸ルト1時間目＝ハ甚ダ

僅カニ其ノ速度ヲ減ジ22．90μ／分ト謝照値以下

1・ナリタリ．5時耳目ニハ24・80μ／分トナリ速

度ヲ昂進ス．次デ第：4回照射四悪ルニ其ノ1時

問目ノ減退中華微ニシテ23・05μ／分ナルガ，5

時闇目ノ昂進ハ著明ニシテ27・45μ／分迄二及

ビ，其ノ後ノ8日”目ニモ25・60／i／分署テ昂進シ

居り，以後封照値二近ヅキ居ルナリ．

 之ヲ要スルニ第1表ノ2，第1號家兎ニチハ

第1回照射ニチハ直チニ其ノ遽度ヲ昂進シ，第

2回照射，第；3回照射共二戸ノ1時間目二甚ダ

輕徴ナル速度ノ減退アリテ，5時聞目＝・・速度

昂進ス．第4回照射ノ2日間ノ闇隔ヲ置キタル

場合＝ハ比較的明力＝速度ノ減退ヲ共ノ1時聞

目二表ハシ，5時間目日月速度ノ昂進ヲ來セ

リ，印チ第1回照射ニチハ進行性ニシテ，第2

回，第3回照射共二甚ダ輕微ナル退行性ヲ1時

間目＝示シ，5時闇汁ヨリ進行性1・ナルナリ．

第4『回照射ニチハ1時嘱目二僅カナル退行性ヲ

示シ，5時聞目ニハ進行性トナリタリ．

 第2表ノ2，第2號家兎ニチハ第1回，第2

回照射共二進行性ニシテ第3回照射二至り：甚ダ

輕微：ナル退行性ヲ1時聞目二示シ，5時闇目ニ

ハ進行性トナルナリ．而シテ第4回照射ニチモ

輕微ナル退行性ヲ1時嘱目二來シ，5時岡目ニ

ハ著明ナル進行性ヲ示セリ．

    第2節 照射家兎髄重ノ攣動

       並二背部ノ歌況

 1）照射家兎艦重ノ挙動

 第；1表，第1號家兎二障テハ卸町2．310瓦ナ

ルガ，第：1回照射當日二2．295瓦トナリ，第1

回照射ヲ行フ豊年カニ罷i重ヲ減少シテ2．290瓦

トナリ，共ノ翌1日目ニハ2．260瓦ト著明二減

少シ，第2回照射．二軍ツテ2．250：瓦1・尚減少シ

タルニ其ノ翌日バー暦減少シテ2．200瓦ト本家

兎ノ最：鼠戸重トナリタリ．然ルニ第3回照射二

至リ其ノ翌日ノ5日目ニハ2．230瓦ト30瓦ノ増

力皿ヲ示シ，翌日ノ6日目ニハ65瓦モ増加シテー

躍封照門近クナリタリ．而シテ第4回照射ヲ行

フニー暦膿重ノ増加來リテ2．305瓦トナリ，10

日，12日目＝ハ2．315瓦ニテ封照値ヲ僅カニ増

知セリ．

 第2表，第2號家兎＝テハ封照ノ2・015瓦ナ

ルガ，第；1回照射當日2．020瓦トナルモ照射二

依リテ2．015瓦ト愚智値トナリタリ．而シテ第

2回雌射＝於テハ著明二罷i重ヲ減少シテ1・950

瓦トナリ，翌日ハ1．940瓦迄減少シ，第3回照

射ニチハ尚一層著明二減少シテ1．855瓦迄ニナ

リタリ．其レヨリ漸次燈重ヲ増加シテ6日目ニ

ハ1．905瓦トナリ，第4回1｛1｛射二於テハ僅カニ

5瓦ナルモ増加シテ，8日目二1．930瓦迄トナ

リタリ．其ノ後モ増加スルモ封着値ヨリ梢低キ

L980瓦二10日目，12日目ニチハ止マレリ．

 之ヲ要スル一事i重ノ梢重キ第1號家兎ニチハ

第1回照射，第2回照射迄ハ減少シテ，第3回

照射後ノ照射ノ休ミ日二最モ多ク増加シテ，第

4回照射後モ増加ヲ績ケタレバ10日目ヨリ樹照

臨：ヲ越ユルニ至レリ．

 第2號家兎ニチハ第1回，第2回，第3回照

射球心i重ヲ減少セリ，特二重3回照射ノ翌日＝

最モ宣旨ノ減少來レリ．其ノ後漸次毎回ヲ増

シ，第；4回照射ニテ髄重ノ減少ヲ來ラズシテ増

VJnセルモ12日目二至ルモ1．980瓦ニテ照射値ニ

ハ至ラザリキ．

 2）照射家兎背部ノ歌里

 第1號家兎

 6月7日，午前8時25分ヨリ6分間，50糎ノ距離ヨ

リ照射，當日乾照射背部二日攣ナカリキ．

 6月8日，照射背部二稽赤キ感ヲ有ス．

 6，月9日，第2回照射，50糎ノ距離ヨリ10分間，午

前11時頃二六リ幾分赤クナル．

 6月10日，照射尊毛背部二著攣ヲ認メズ．

 6月11日，第3回照射，午前8時ヨリ10分間40糎ノ

距離ヨリ照射，午後2時頃二至リ背部二幾分赤キ感ヲ

有ス．

 6月14目，第4回照射，午前8時ヨリ10分聞40糎ノ

距離ヨリ照射ス．

 以後勢毛背部二著攣ナシ．
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 第2號家兎

 6，月8日，午前8時25分ヨリ31分二十ル6分間50糎

ノ距離ヨリ照射．

 6月9日，照射恥毛背部二上赤キ感ヲ有ス．

 6月10日，午前8時10分ヨリ10分間50糎ノ距離ヨリ

第2回ノ照射ヲ行フ．照射背部勢毛部ハ稽赤キ’感ア

リ．

 6月12日，第3回照射，午前8時15：分ヨリ40糎ノ距

離ニテ10分間照射，照射背部一毛部二梢赤キ感ヲ有ス。

第3表

 6月15日，第4回照射，午前8時20分ヨリ10分間40

糎ノ距離ヨリ照射ス．

 6月16日，照射勇毛背部二梢赤キ感ヲ有スルノミ．

 之ヲ要スルニ爾家兎共二三射背部ノ下毛部二

十3回照射迄ハ赤キ感ヲ帯ビ來レ・リ．而シテ第

1回照射ニチハ照射ノ翌日二赤キ感來リ，第2

回照射ニチハ當日ヨリ赤キ感アリ，第3回照射

ニチモ同檬一日ヨリ赤キ感ヲ：有シタリ．然ルニ

三品照射干均値並二其ノ百分率

實

激

値

封

照

ヲ

100

ト

シ

テ

ノ

百

分

経 過

時 日

照二百
照射後
1時間
5時間後

1日目
照射後
エ時間

5時聞後

3日目
照射後
1時間
5時間後

5日目

6日目
照射後
1時間
5時間後

8日目

10日目

12日目

照射前
照射後
1時間
5時間後

1日目
照射後
1時間
5時間後

3日目
照射後
1時間
5時間後

5日目

6日目
照射後
1時間
5時間後

8日目

10日目

12日目

赤血球数

（田面位）

515

539

494

486

492

488

475

496

487

457

475

483

445

471

497

497

100

105

96

94

96

95

92

96

95

89

92

94

86

91

97

97

白血球

総 数

7．040

7．835

9．015

8．035

9．025

9．655

8345

8980
8．115

8．815

8．885

9．620

8．315

8．320

7．345

7，830

100

111

128

114

128

137

119

128

115

125

ユ26

ユ37

118

118

104

111

白血球百分野
P

30．5

48．75

39．75

42，25

33，75

31．75

29．0

28．25

28 5

34．25

33，0

44，5

38．25

39．0

31．25

31，25

100

160

130

139

110

104

95

93

93

112

108

146

125

128

102

102

L

66．5

47．5

57．5

55．75

63．75

65．0

69，5

70．0

70．25

63．25

64．25

53．75

60．25

59．5

67．0

67．25

100

71

86

84

95

98

105

105

106

95

97

81

91

89

101

101

M B

o

O．25

0．5

0

0

0

0．5

0．25

0

0

0．5

0．5

0．5

0．5

0．5

0．5

100

250

500

0

0

0

500

250

0

0

500

500

500

500

500

500

2．75

3．5

2．0

2．0

2．5

3．25

エ．0

1．5

1．75

2．5

2．0

1．25

1．0

1．0

］ ．o

O．75

100

127

73

73

91

118

36

55

64

91

73

45

30r

36

36

27

E

O．25

0

0．25

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0．25

0．25

100

0

100

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

100

100

李均核

分葉数

ユ．76

1．58

1．69

1．605

1．66

1．635

1．685

1．83

1．605

1．655

1．755

1，855

1．67

1．785

1．765

1．71

100

90

96

91

94

93

96

1C4

91

94

100

10S

95

101

100

97

遊走速度

μ／分

22．875

26．75

23・125

22．775

23．725

24．375

23．25

22．70

24．70

23二10

23．05

22，375

26．425

24．75

23．025

23．60

100

117

101

100

104

107

102

99

108

101

101

98

116

10B

101

103

墨粒面喰率

第1回照射
（50cm 6分）

第2回照射
（50cm lO分）

第3回照射
（40cm lO分）

第4回照射
（40Cm 10分）

第1回照射
LbOcm 6分）

第2回照射
（bOcm 10分）

第3回照射
（40Cm 10分）

第4回照締
（40cm 10分）

［ 150 ）
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第1圖  （第3表圖示）
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驕日忌日舗・
照後後目 後後目 後後目

第4回照射ニチハ第1號家兎ニハ著攣ナク，第

2號家兎ニチハ翌日二赤キ感ヲ有セリ．カ・ル

背部ノ倣況ノミヨリスル時ハ第1號家兎ノ皮膚

6 1 5 8

・舗・
目  後後目

10

日

目

12

口

口

が第2號家兎ヨリモ梢抵抗ノ弧キヲ示スモノナ

ランカ．

第3章総括及ビ考按

 前章二於テ余ハ2頭ノ家兎二人工高山太陽燈

ヲ用ヒ，紫外線ヲ第1回ニハ50糎ノ距離ヨリ6

分間，第2回ニハ50糎ノ距離ヨリ10分闇，第3

回ニハ40糎ノ距離ヨリ10分間ヲ隔日二雌射シ，

第4回目ハ2日聞ノ聞隔ヲ以テ第3回照射ト同

量，帥チ40糎ノ距離ヨリ10分間照射ヲ行ヒ，照

射後1時間目ヨリ採血ヲ開始シ，12日關二亘リ

白血球機能（遊走速度）並二赤血球激，白血球総

数，各種白血球百分率，假性エオジン嗜好白血

球核移動ヲ観察セリ．依ツテ共ノ2頭ノ平均値：

ヲ求メテ記述シタルモノ，及ビ封照ヲ100トシ

テ百分率ヲ以テ表ハシタルモノヲ表示シ第3表

ヲ得，夫ノ百分率ヲ曲線ヲ以テ高高シ，第1圖

ヲ得タリ．依ツテ之二就テ総括シ，記述スレバ

次ノ如シ．

 1）赤血球数

 第3表，第1圖二示スガ如ク，照射前515萬

個ナルガ，第1回照射後1時聞目二539萬個ト

増加スルモ，以後バー般二i厨照値ヨリ減少セ

リ．然レドモ各照射＝依ツテ其ノ1時闇目二封

照値以下ナルモ前日ヨリ増加スルナリ．而シテ

其ノ減少モ10H目，12日目ニハ497萬個トナリ，

輕微ノ減少トナルナリ．

 之ヲ要玄ルニ赤血球撒ハ第1回照射ニテー時

増加スルモ，後バー般二減少ノ傾向チリ．

 2）自血球総数

 第3表，第1圖二示ス如ク，白血球総数ハ封

照ノ7．040個ナルガ，第1回照射＝依ツテ増多

ヲ示シ，其ノ5時丁丁二9．015個トナリ，第2

回照射ニチハ其ノ5時間後二9．655個トナル．

第；3回照射＝テハ其ノ1時間目二8．980個トナ

リ，第4回照射ニチハ其ノ1時聞目二9．620個
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トナルナリ．カク第；1回，第；2回照射迄ハ其ノ

5時間後二最モ多ク増加シ，第3回，第4回照

射ニチハ其ノ1時間目が最モ多ク増加セリ．而

シテ第4回照射後ハ梢減ズルモ12目目ニチモ

7．830個ニテ封照値ノ上ニアルナリ．

 之ヲ要スルニ白血球総数ハ照射二士ツテ増多

ヲ示スナリ．

 3）各種白血球百分i率

 イ）磁性エオジン嗜好白血球

 第3表，第1圖二示ス如ク，假性エオジン嗜

好自血球百分率ハ照射前30．5％ナルガ，第1回

照射二依ツテ著明二増加シ，其ノ1時間目二

48．75％迄二増シ，第2回照射＝テハ其ノ1時

間目二33．75％迄二増加スルモ3日目ニハ29・0

％ト封照日ヨリ減ジ，第3回照射二至リテハ反

ツテ僅カナルモ減ジテ其ノ1時問目二28．25％

迄トナルナリ．然シ以後漸次増シテ6日目二

33．0％トナリ，第14回照射ノ1時ma目 ＝ハ445

％ト比較的著明二増加セリ．以後漸次減ジテ12

日目ニハ31．25％ト封照値＝近ヅケリ．

 之ヲ要スル矩計性エオジン嗜好白血球百分率

ハ第1回，第2回，第4回照射二依ツテ増加

シ，特＝其ノ1時聞目二：最モ多ク，第3回照射

＝依ツテノミ減少ヲ示シタリ．

 ロ）淋巴球

 第3表ノ示ス如ク，淋巴球百分率ハ照射前

665％ナルガ，第1回照射ノ1時間目口著明二

減少シテ47．5％トナリ，第2回照射＝テハ共ノ

1時聞目二63．75％ト減少スルモ第3回照射ニ

チハ其ノ5時丁目二70．25％ト増加ヲ示セリ．

第4回照射ニチハ其ノ1時血目二53．75％迄減

少シタリ．而シテ玉2日目＝至り67．25％トナリ

封重扇＝近ヅケリ．

 之ヲ要スルニ淋巴球百分率ハ假性エオジン嗜

好白血球百分率ト全ク相反シ，第1回，第2

側，第4回照射二依ツテ減少シ，第3回照射二

依ツテ増加スルナリ．

 ハ）大輩核球

 第3表二見ルニ大箪核球ノ照射前ノ0ナル

ガ，初メ第3回照射位迄ハ溝失ト出現トアル程

度ナルガ，後二至リ0・5％ヲ示ス爲二増加ノ如

キモ，カ・ル僅カナル攣化ハ著憂ナシ1・見徴ス

ガ至尊ナラン．

 二）嗜…塵基・白血球

 第3表二見ルニ照射前2．75％ナルガ，照射二

依ツテ時二増二二シ3．5％トナル事ガ2回アルモ

其ノ他バー一般二1．0％乃至2．5％ノ間ニアルナ

リ．然シ此ノ増減モ著明ナラズ，叉一定シ居ラ

ザレバ著攣ナシトナスベキナリ．

 ホ）「エオジン嗜好白血球

 第3表二見ルニ照射前0．25％ナルガ，第1回

照射ノ5時間目垢〇．25％ヲ示シ，他ハ絡リノ10

日並＝一 12日 ” ＝ O．25％ヲ示スノミニテ消失シ居

ルナリ．故知「エオジン嗜好白血球モ著攣ナシ

トナスベキナリ．

 4）假性エオジン嗜好白血球核移動

 第3表，第；1圖二見ルニ照射・前1．76ナル假性

エオジン嗜好白血球ノ核分葉数ナルガ，第1回

照射二戸ツテ著明二減少シ1．58迄ト其ノ1時間

目角ナリタルモ，5時制目二1．69ト稽恢復シ，

1日目二再ビ1．605ト減少セリ．次デ第2回照

射ニチハ其ノ1時聞目二1．66迄トナルモ封同

値ヨリ0．1ヲ減ジ居ルナリ．訳デ5時聞目ニハ

1．635ト減少シ，3日目ニハ1．685トナル．第3

回照射ニチハ其ノ1時間目二著明二核籔ヲ増加

シテ1．83ト封照値ヲ越エタリ．而シテ5時間目

口ハ1．605F著明＝減少ス．次デ漸次粗密ヲ恢

復シテ6日目＝ハ1．755 1・封照値二郎ソ合セリ．

カクテ2日間ノ出職ヲ以テ第4回照射ヲ行ヒタ

ルニ其ノ1時台目＝ハ著明＝核数ヲ増加シテ

1．855迄通塗ビタルモ5時間目ニハ1．67迄核数

ヲ減少セリ．以後輕キ動揺アリテ12日目ハ1・71

トナリタリ．

 之ヲ要スルニ第1回照射ニチハ共ノ1回照射

ノ場合ト同様，照射後ノ1時間目ヨリ其ノ総数

ヲ減少シ，第2回照射ニチハ其ノ1回照射ノ場

合馬繋ノ1時間目ニー時僅カニ核数ヲ増ス事多

キニ，カ・ル蓮績照射ニチハ反ツテ減少シ，第

3回照射ニチハ其ノ1回照射ト同様＝其ノ1時

闇目二核敷ヲ増加シ，5時臨目ニハ核数ヲ減少
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セリ．第4回照射ニチモ第3回照射ト同量ノ照

：射出テ同様ノ攣化ヲ來セリ．印チ漸i次照射量ヲ

輕量ヨリ中等隠針増加スル連立照射ニチハ，第

！回照射ニチハ左方移動，第2回照射ニチモ直

チニ左方移動トナリ，第3回照射＝テ漏斗ノ1

時闇目印ハ右方移動トナリ，5時間目二左：方移

動ヲ示シ，其ノ後モ左方移動ナリ．次ヂ2日闇

ノ間隔ヲ置キテノ第；4回照射ニチモ第3回照射

ト同様二，初草右方移動ヲ思ハシメテ後，左方

移動トナルナリ．

 5）假性エオジン嗜好白血球遊走速度

 第3表，第1圖二見ルニ照射前馬性エオジン

嗜好白血球雫均遊走速度ノ22・875μ／分ナルガ，

第1回照射一肩ツテ其ノ1時闇目二最：モ速度ヲ

昂進シ26・75＃／分迄トナリ，後漸次減ジテ1日

目二22・775μ／分ト封照応二略合ス・第2回照射

ニチハ其ノ1時間目口23・725μ／分ト梢昂進シ，

5時闇目目口24・375μ／分迄昂進セリ．次デ第3

回照射二等ルト其ノ1時再訂ニハ封照照ヨリ甚

ダ僅カニ速度ヲ減ジテ22・70μ／分トナリ，5時

回目ニハ24・70μ／分迄昂進スルナリ．而シテ5

日目，6日目モ梢昂進ノ歌態ニアリ，第4回照

射ニチハ其ノ1時間目二22・375μ／分迄速度ヲ

減ジ，5時間目二26・425＃／分ト著明二速度ヲ昂

進シタリ．以後昂進艶態が段々減退シ12日目二

23．60y／分迄トナリタリ．

 之ヲ要スルニ第1回照射ニチハ共ノ1回照射

ノ場合ト同様，照射後直チニ速度ヲ昂進ス，第

2回照射＝テハ其ノ1回照射ノ場合ハ其ノ1時

闇目二速度ノ減退ヲ來シタルニ，此ノ場合二於

テハ反ツテ速度ヲ昂進セリ．第3回照射ニチハ

其ノ1回照射ノ場合ト同様二1時間目二速度ヲ

減退シ，5時玉目ニハ速度ヲ昂進セリ．然シ此

ノ際ノ速度ノ減退ハ甚シク輕微ナル事ガカ・ル

連績照射ノ特徴タルナリ．第4回照射ニチハ第

3回照射ト同様ノ：量ナレバ同様ノ訓化ヲ來セ

リ．帥チ漸次照射量ヲ輕：量ヨリ中等量二増加ス

ル連績照射ニチハ第1回照射ニチハ進行1生，第；

2回照射ニチモ直チニ進行性トナリ，第3回照

射ニチハ其ノ1時間目＝ハ輕微ナル退行性ヲ示

シ，5時聞目凹ハ進行性トナルナリ．次ヂ2日

間ノ間隔ヲ置キテノ第4回照射ニチモ第3回照

射ト同様二始メ退行性ヲ思ハシメ，後直チニ進

行性トナルナリ．

 以上假性エオジン嗜好白血球ノ遊走速度ト核

移動トヲ封照シテ考察スルニ，遊走速度モ於テ

ハ第1回照射ニチハ進行性ニシテ，第2回照射

モ同様進行性ナルナリ．然ル開戸3回照射ニチ

ハ輕徴ナルモ其ノ初メニ退行性ヲ思ハシテ後進

行性トナルナリ．第4回照射ニチモ略号檬ナ

リ，一方核移動二於テ第1回照射ニチハ国力移

動ニシテ，第2回照射モ左方移動タルナリ．而

シテ第3回照射ニチハ其ノ初メ＝右方移動ヲ思

ハシメテ後左方移動トナリ，第4回照射ニチモ

同檬タルナリ．故二第1回，第2回照射ハ共二

杉山教授ノ所謂進行性左方移動ニシテ，第3

回，第4回ハ共＝初メー時退行性右方移動ヲ粗

削シメテ後進行性左方移動タルナリ．而シテカ

・ル輕量ヨリ中等量二至ル事績照射ノ特徴ハ第

2回照射ノ初メ退行性右方移動ヲ思ハスル時期

ナクシテノ進行1生左方移動タル事並二第3回JIK

射ノ退行性ノ甚ダ輕追随シテ略塁f照値二近キ程

度ナル事ナリ．之レ帥チ人工高山太陽燈ヲ用

ヒ，紫外線ヲ蓮績照射ヲ行フ場合二馴致性ヲ有

スル爲ナリ．

 入工高山太陽燈ヲ用ヒ，紫外線ヲ作用セシメ

テ其ノ血液細胞竃馬スル影響ヲ研究セル文献二

期テハ前回迄ノ報告＝詳細記述シタレバ之ヲ省

略シ，今回ハ主トシテ本丁験二近キ，余ノ嚢＝

報告シタリシ日量紫外線ノ隔日照射ノ場合ト比

較シテ考察セン．

 赤血球撒二歩テハ本編ノ實験ニチハ無調増加

シ，後減少セリ．而シテ共ノ各ノ照射＝．テ其ノ

1時辛目闇闇増加スルノ傾向ナルモ其ノ激値ガ

i封照値以上＝至ラザルナリ．之レ實丈余ノ嚢＝

報告シタル輕量紫外線ヲ隔日二3回照射シタル

場合二始メ第1回照射ニテ増加シ，後減少シタ

リ．此ノ減少シツ・アル間モ赤血球数ハ照射後

1時聞目二増加スルノ傾向ヲ有シタルハ二等セ

リ．次二輕量紫外線ノ5回隔日照射二至リテハ

［ 153 ］



154 繁 田

第3回照射迄ハ第1回照射ニテ増加シ，後減少

セシモ，第4回照射二陣ビ増加ヲ示シタリ．然

ルニ陪臣験ニチハ第4回照射ハ2日間ノ聞隔ヲ

置キタル爲メ照射量が中等量：ナリシ爲力増加ヲ

示サ・“リキ．

 白血球総数二戸テモ呼量紫外線ノ隔日3回照

射ノ場合ト略一致シ増加ヲ示シ，其ノ増加朕態

略同檬ナリ．

 各種白1血球百分率二於ケル假性エオジン嗜好

白血球百分…率二於テモ輕量紫外線ノ隔日照射ノ

場合ト略同様ナルモ，其ノ減少が本實験ニチハ

第2回照射後病弊リ，輕量紫外線ノ隔日照射ニ

チハ第3回照射後序來レル頭並二本馬験ニチハ

第；4回照射ガ2日間ノ間隔アリタル：魔力，叉ハ

照射量ノ中等量ノ爲力，兎二十第4回照射ニテ

再ビ増加セシ：事ヲ異ナIJトス．

 淋巴球百分率ハ全ク之二反シ大軍核球，嗜盤

基白血球，「エオジン嗜好白血球ハ無二著攣ナ

キナリ．

 単二最モ興味深キ假性エオジン嗜好白．血球ノ

機能タル遊走速度ト核移動トニ於テ，第1回照

射ノ輕量紫外線照射ノ場合ハ直チニ進行性左方

移動ヲ來ス事ハ何レノ場合モ同様ナリ．次ヂ第

2回照射ハ同様輕量：照射ナルモ50糎ニテ10分聞

照射ナレバ其ノ1時項目ニハー時退行性右：方移

動ヲ來シ，5時間目ヨリ進行性左方移動二韓ズ

ベキヲ，2頭ノ家兎ノ内1頭ハ戸立ナガラカ・

ル等化ヲ來シタルモ，1頭ハ直チニ進行性左方

移動トナリシ爲二，其ノ亭均二於テ進行性左方

移動ト1時間訓義リナリタルナリ．然シ第3向

照射ニテハー・暦照射量：ヲ増シ，中等量タル40糎

ノ距離ヨリ10分間照射トナシタル爲二，其ノ機

能ハ甚ダ陰微：ナル退行性ヲ表ハスモ，其ノ核移

動ハ比較的明力＝右方移動ヲ示シ，後進行性左

方移動二瀬ゼリ．然レドモ共ノ1時問目ノ退行

性右方移動ハ著明ナル程度ニアラズ，特二其ノ

機能ハ甚シク輕微：二退行1生ヲ示スノミナル事ヨ

リシテ，先ヅ第3回照射後迄バー般的二考察ス

ル時ハ進行性左方移動ナリト見徹シ得ルナリ．

故二隔日照射ノ期間ハ略輕量紫外線照射トー致

シ居ルト云フヲ得ベシ．而シテ第4回照射＝テ

ハ2日聞ノ間隔アリシ爲ト照射量モ第3回照射

ノ場合ト同様，中等量ナvバ1時閾目隠僅カナ

ルモ退行性右方移動ヲ示シ，5時間目ニハ進行

性左：方移動トナルナリ．

 之ヲ要スルニ無量ヨリ中等：量二士ル隔日照射

ノ場合ハ血液細胞ノ麻衣モ白血球機能モ第3回

照射迄ノ隔日照射ノ間日輕量紫外線ノ隔日照射

ト大差ナキ程度迄馴致セラル・ナリ．禽照射家

兎背部ノ皮膚ノ状態二於テモ絡リ十薬ルニツレ

テ著攣ナキ状況トナル事ガー致シ居ルナリ．然

シ第4回照射ノ2日間ノ聞隔ヲ置キタル場合ハ

再ビ其ノ馴致性が梢減ジタル爲力第3回照射ト

同量ナル照射量二於テ第3回照射ヨリ梢著明二

反慮ヲ表ハシタリ．

結

 余ハ2頭ノ家兎二人工高山太陽燈ヲ川ヒ，紮

外線ヲ第1回照射二1即吟50糎ノ誕距離ヨリ6分

聞，第2回照射二50糎ニテ10分｝il｝，第3回照射

ニテ中等量40糎ニテlo分聞lll謝ヲ隔日二行ヒ，

共ノ後ノ第4回照射ヲ2日閥ノ聞1箱ヲ以テ第3

回照射ト同：量ヲ照射シ，血1夜平町ビ白血球機能

ヲ槍シ，次ノ結果ヲ得タリ．

 1．赤血球数 剥蝦ー時的二増加シ，後減少

セリ．

論

 2．自血球総数 一般二増加ス．

 3．同性エオジン嗜好白血L球百分率ハ初耳著

明二塘加シ，中途ニテ減少，後押ビ増加セリ．

其ノ浮薄核数バー般二減少ス．第3回，第4回

照射ノ1時陶目二面カニ増加ス．

 4．淋巴球百分率ハ尊報エオジン嗜好白並L到ヒ

ト全ク相反．シ，大正核球，嗜盤基白．血t球，「エ

オジン嗜好白血球一著攣ナシ．

 5．帳性エオジン嗜好白血球ノ機能タル遊走

［ 154 1
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一度バー般二昂進スルモ，第4回照射ノ1時間

三二輕微ナル減退ヲ見タリ．

 是ヲ要スル禺漸次轡型スル蓮績照射ニチハ家

兎ハ紫外線二封スル馴致性ヲ得テ，白血球バー

般二檜加シ，悟性エオジン嗜好白血球百分傘ハ

三二著明ナル黒潮ヲ示シ，申途ニテ稽減少シ，

後二増加ス．其ノ牢均核分葉激バー般的弓減少

セリ．只第4回照射ノ1時間目二僅カニ増加
ス，白血球機能タル遊走蓮度li’・・一・般的二聖祭ヲ

示スモ，第4回照射ノ1時間目二四度ナル減退

ヲ表ハス．即チー般的二進行性左方移動トナリ

タルモ，第4回照射ノ場合二其ノ1時間目銅泥

微ナル退行性右方移動ヲ思ハシメタリ・
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